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32 ? ．? ?? 天界　163
から更に屋上屋を重ぬるが如き襯測の必
要を認めないやうにも思はれます・
　面積を見ることは容易なことではあり
ませ！レ三十米突位の長焦黒占の玉で直接
大きい鳥眞を取り，縁邊修正の勢を取ら
すにヤ1キ1ス流の球面目盛の一しに投影
して黒黒占面積を容易に測ることは好まし
きことならむも，先づ以て吾々の力に及
ばす㍉」叉寓眞を撮るところは少くとも干
満．南洋委任統治島，内地三ケ所位に斐
けて欠測を則る、要あり，叉一代や二代
で終るやうでは徒勢なる故，門々の大事
業であり，それだけの憤値ありゃ否やは
頗る疑問でせう・
　黒月の観たるが儘の浩長攣化を記録す
ることは既にそ〒き詰りなりとは恐らくプ自
もの儀かと存じます・
　私共の知る限りに於ても形状の攣化
緯度並びに経度による漕長白壁の分布等
々調べらる、だけ調べ叢されて居り，今
後は唯だ軍なる　routine　iVOi’1〈に過ぎな
いでせう．
　牛暗部面積を計算せる人あるを聞かす
頽れは至難なるべし・白絞との關係，紅焔
との關係，コ・ナとの關沈丁のde・Criptive
の方面も『黒瓢は何か？』『黒黙がS－o’tLI’
AtmOSPhereの活動に如何なる關係あり
ゃ？』『外部との關係』殊に『他の太陽系天
膿との關係』等を知り行く上に必ずや役
立つものと思はれます・
　然しながら今後黒黙をのものだけの性
質に起てtS“もepoch－makingの隠見があ
るとすればそれはSpectroscopyの領分か
電磁氣學の領分で爲さるSものであらう
と感ぜざるを得ません・差向き黒黙各部
のspectri！・n．を縦横から研：究すること，軍
光寓眞との比較mfLgnetic　disturban｛e等
の要素研究等大がSりな仕事に侯つ外無
かろうかと思はれます・
　降って吾々は何うしたら良いか，さts
ξかなるRoutine　W　rkならば縫績性を
最も必要とします・差向き四吋位な小望
蓮鏡で日々爲眞でも取って，後で測微器
で経緯度面積などを検べて見たいなどの
考が無いでもありません・終りに一言申
し度い事は何の道に断ても素人の牛可通
手厄介で而も有害なものはありません・
吾々導け上し者はあの深遠膿汎な學問の
一部分に果てすらも物を言ふ資格は無い
でせう・學的基礎の無いものが観測が堂
のこうのと言ふだけ手早と思ひます．吾
々は唯だLullblyに專荘家の指導に從っ
て與へられたる仕事をすることに滞足を
見出し得ればそれにて足ると存じて居ま
す・
　　昭和九年へ月
珍　通　信　！！
　御多忙中御迷惑ドら一寸御尋ね致します．私は毎朝海岸に出て日の出を拝
みに行きます内に，左の眼に黒いチイサイ煙のカタマリの様な物が見えます．
眼球の動く方向に，必づ見えます．俗に言ふ虞の何かの涙でありますまいか，
兎に角蝉には掴んであるかf解りませんが，何んであるかぐ知りたいのです．
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（後略）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　兵庫縣魚崎　小．玉留吉
